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本日の内容

1. 大阪大学外国学図書館の概要

2. コロナ禍における教育支援について

3. キャンパス移転と新しい図書館

4. 今後に向けて
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１．大阪大学外国学図書館の概要

 大阪大学について
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(旧)箕面キャンパス

学生数
(R3.5.1時点)

学部学生 15,075人
大学院学生（修士） 4,777人
大学院学生（博士） 3,374人

学部・研究科 11学部・16大学院

キャンパス
豊中キャンパス（文・法・経・理・基礎工）
吹田キャンパス（人・医・歯・薬・工）
箕面キャンパス（外）

附属図書館

総合図書館（豊中）
生命科学図書館（吹田）
理工学図書館（吹田）
外国学図書館（箕面）



１．大阪大学外国学図書館の概要

 大阪大学附属図書館について
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各図書館の施設と設備 各図書館の蔵書

7,680 38,501



１．大阪大学外国学図書館の概要

 箕面キャンパスと外国学図書館

外国語学部・言語文化研究科・日本語日本文化教育センター
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コロナ禍以前 コロナ禍



２．コロナ禍における教育支援について

論文検索・図書館利用ガイダンス（2019年度）

 対象：外国語学部、言語文化研究科等のゼミ生・留学生

 日時：教員からの依頼によるオンデマンド開催

論文検索は90分、図書館利用は30分～60分程度

 実績：中国語、朝鮮語、モンゴル語、フィリピン語、ビルマ
語、インドネシア語、デンマーク語、ハンガリー語、ペルシ
ア語、フランス語ゼミ等、4月～11月までで38回539名参加
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コロナ禍の図書館サービス

２．コロナ禍における教育支援について
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2020年 3月 6日 学内者への図書館サービスを一部制限、学外者の入館停止

4月 7日 大阪府に緊急事態宣言

8日 臨時休館、職員は交代で出勤

5月 8日 宅配貸出サービス開始

14日 外国語学部生向けe-learning教材公開

25日 大阪府への緊急事態宣言解除

28日 サービスを限定して開館へ

29日 宅配貸出サービス終了

6月 15日 デンマーク語ゼミガイダンス（Zoom）7名

16日 ビルマ語ゼミガイダンス（Zoom）13名

19日 インドネシア語ゼミガイダンス（Zoom）13名
※国立国会図書館関西館アジア情報課との合同開催

7月 30日 朝鮮語ゼミガイダンス（Zoom）19名
※国立国会図書館関西館アジア情報課との合同開催



２．コロナ禍における教育支援について

Zoomでの論文検索ガイダンス（2020年度）

 コロナ禍で広報できず、教員からの個別の要望により実施

 教員とのZoomテストを兼ねた事前打ち合わせ

 学生にはスライド投影用と課題検索用で２つのデバイスを用
意することを推奨

 授業アンケートをWeb方式に変更

 国立国会図書館関西館アジア情報課との連携ガイダンス
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２．コロナ禍における教育支援について

論文検索ガイダンス（2021年度）

 オンラインのみ、対面のみ、オンライン＋対面で11回実施

 いずれも学生自身がパソコン等を用意

 教材は教員を通して事前に授業システムへ登録

 対面でもZoomの画面共有を活用

図書館利用ガイダンス（2021年度）

 新しい図書館で初めてとなるツアーを16回実施
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２．コロナ禍における教育支援について

ガイダンス以外では・・・

 オープンキャンパス用の図書館紹介動画作成・公開

 語学学習用の電子ブックの充実

 ラーニング・サポーターによるオンライン学習相談、紙上講
習会、オンラインイベント等
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２．コロナ禍における教育支援について

【コロナ禍で得たもの】

 オンラインという選択肢

→新たな取り組みへのきっかけに

【コロナ禍の課題】

 図書館サービスの平常化

→特に、施設・空間の提供
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３．キャンパス移転と新しい図書館

 大学図書館の機能を備えた市立図書館を、大阪大学が
指定管理者となって運営
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5-6F
生涯学習
センター

1-4F
図書館

大阪大学
箕面キャンパス

図書館・
生涯学習
センター

文化芸能劇場



３．キャンパス移転と新しい図書館
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新図書館開館までの経緯

2014年 3月 31日 北大阪急行線の延伸に関する基本合意

2015年 6月 17日 大阪大学箕面キャンパスの移転に係る覚書を交換

2016年 4月 12日 大阪大学箕面キャンパス移転にかかる正式合意書を締結
 箕面市は、箕面キャンパスの移転に伴い、船場東地区に市立文化
交流施設及び図書館を整備

 図書館には市の蔵書１１万冊と大阪大学の蔵書６０万冊を所蔵
 大阪大学は、文化交流施設及び図書館の管理運営を将来にわたり
無償で請け負い、市民及び学生等にサービスを提供

2019年 3月 箕面市立中央図書館への業務実習（5日間×2名）

8月
9月

箕面市立萱野南図書館へ業務実習（3日間×2名）

2020年 新型コロナウイルス感染拡大による臨時休館やサービス縮小

2021年 2月 13日 外国学図書館が移転準備のため休館

5月 1日 新図書館オープン（6月20日まで臨時休館）



３．キャンパス移転と新しい図書館

職員の構成（平日日中）

 利用者サービス担当10名

 図書受入・目録・管理担当5名

 課長1名

蔵書

 2階に箕面市立船場図書館の蔵書

 1階書庫と3～4階に大阪大学外国学図書館の蔵書
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2階にぎやかエリア

4階閲覧室



３．キャンパス移転と新しい図書館

 2種類の図書館システムでサービスを提供
（大阪大学附属図書館と箕面市立図書館）

2階サービスカウンター
 貸出券の発行

 本の貸出・返却・予約

3階レファレンスカウンター
 レファレンス相談

 AVライブラリー、グループ学習室、研究個室の利用受付
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３．キャンパス移転と新しい図書館

市立図書館利用者層にとって・・・

 開館時間が拡大

 学習スペースとしての利用促進

大学図書館利用者層にとって・・・

 資料の充実（特に小説や実用書、一般雑誌など）

 研究に不可欠な資料収集がより効率的に
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４．今後に向けて

【課題】

 図書館という「空間」に求められるものは様々

 異なるニーズの利用者にどのように応えられるか

【今後】

 オンラインという選択肢を活かした取り組みを継続

 大学教員と連携したイベントの充実により地域住民に貢献
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